
 

四
月
十
四
日(

月)

、
体
育
館
に
て
一
学
期
役
員
任
命
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
式
で
は
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
す
べ
て
の
学
級
の
級
長
、

副
級
長
、
出
席
係
、
書
記
に
任
命
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
任
命
さ
れ
た

ど
の
生
徒
も
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
に
も
決
意
に
満
ち
た
清
々
し
い
表
情

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
三
年
生
の
各
学
級
の
級
長
が
校
長
の
「
ど

ん
な
学
級
に
し
た
い
で
す
か
？
」
と
の
質
問
に
「
み
ん
な
仲
が
良
く
、
明

る
い
ク
ラ
ス
に
し
た
い
」
や
「
全
員
が
受
験
に
向
け
て
学
習
す
る
雰
囲
気

が
良
い
学
級
に
し
た
い
」
「
ど
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
一
番
明
る
く
、
成
績
も

よ
い
学
級
に
し
た
い
」
な
ど
、
前
向
き
な
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

役
員
の
皆
様
、
一
学
期
の
ま
と
め
役
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

 

【
各
学
級
の
級
長
・
副
級
長
】
※
紙
面
の
都
合
上
出
席
係
、
書
記
は
割
愛
し
ま
す
。 

(

一
の
一)

名
嘉
千
織
・
髙
嶺
夢
叶 

(

一
の
二)

大
城
壱
正
・
當
山
咲
姫 

(

一

の
三)

知
念
煌
・
照
屋
本
華 

(

一
の
四)

長
元
明
莉
・
要
悠
義 

(
一
の
五)

長
賀
玲
也
・
上
江
洲
彩
夏 

(

二
の
一)

屋
嘉
比
愛
純
・
知
念
希
心 

(
二
の
二)

 

玉
城
蔵
之
介
・
菅
野
る
る
か 

(

二 

の
三)

高
良
希
結
・
稲
福
航 

(

二 

の
四)

手
登
根
凛
飛
・
大
城
佑
太 

(

二
の
五)

長
田
琉
華
・
大
城
恵
任 

(

三
の
一)

上
原
星
来
・
上
原
紗
彩 

(

三
の
二)

伊
敷
杏
・
大
城
寧
々 

(

三
の
三)

毛
利
怜
・
島
袋
慶
汰
郎 

(

三
の
四)

玉
城
陽
奏
・
今
林
梨
々 

愛(

三
の
五)

川
辺
滉
・
上
原
晨
鷹 

(

三
の
六)

横
山
來
愛
・
大
城
隆
之 

介 

生
徒
会
の
仲
間
入
り
！ 

 

～
生
徒
会
入
会
式
・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
入
会
式
～ 

 

四
月
十
一
日(

金)

、
体
育
館
に
て
生
徒
会 

入
会
式
及
び
Ｊ
Ｒ
Ｃ
入
会
式
を
開
催
し
ま
し 

た
。
こ
の
式
の
ね
ら
い
は
「
生
徒
会
活
動
を 

通
し
て
の
自
主
的
な
行
動
を
身
に
付
け
さ
せ 

る
」
及
び
「
一
年
生
に
生
徒
会
組
織
の
意
義 

等
を
理
解
さ
せ
る
」
等
で
す
。
ま
ず
初
め
に 

生
徒
会
副
会
長
の
今
村
芯
暖
さ
ん
か
ら
生
徒 

会
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
次
に
生
徒
会 

長
の
普
天
間
加
奈
さ
ん
か
ら
生
徒
会
の
入
会 

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
委
員
会 

の
委
員
長
等
の
紹
介
と
続
き
ま
し
た
。
最
後 

は
Ｊ
Ｒ
Ｃ
賛
助
奉
仕
団
の
方
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
Ｃ 

活
動
の
説
明
及
び
Ｊ
Ｒ
Ｃ
ワ
ッ
ペ
ン
の
授
与 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

一
学
期
、
お
願
い
し
ま
す 

～
学
級
役
員
任
命
式
～ 

 
 

校長の挑戦とは!? 
私には 1 歳半になる孫娘がいる。名前はＨちゃ

ん。泣いても笑ってもふんでーしても、とにかく
何をしても可愛いのだ。ここだけの話、世界で１
番可愛いと思っている。完全なじじバカである… 

そんなＨちゃんが 1 歳を過ぎたころの話。その
頃は歩くそぶりを見せず、得意なハイハイでリビ
ングを這いずり回っていた。ところがある日不意
に立ち上がり、そのあたりから歩きたい意思が見
え始めたのだ。その後、何度も何度も転びながら
もよちよちと歩けるようになっていった。歩ける
ようになると、これまでリビングだけでハイハイ
していたのに、隣の寝室やふろ場、キッチンと行
動範囲が広がっていったのだった。 

この様子を見て、1 歳の子どもにとって、歩く
ことは「挑戦」であり、その結果、他の部屋にも
いけるなど世界が広がるのだな、と感じた。 

始業式で生徒にも「自分の世界を広げるために
も様々なことにチャレンジしよう。もちろん、挑
戦には失敗はつきものだ。だが、成功した暁には
大きな達成感と見たことのない景色が見えるだ
ろう。」と語った。では、校長である私の挑戦は？
始業式で宣言した。「私は 1 学期中に全校生徒５
３９名の名前を覚えます」と…そこからどんな景
色が見えるのか楽しみだ。だがしかし、生徒の皆
さん、挑戦には失敗がつきものです。間違って名
前を呼んだら優しく教えてくださいね～ 

 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言③ 


